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【緒言】REBa2Cu3Oy（REBCO）線材の長尺化のための線材接合技術の開発が進められている[1-4]。

接合技術の発展には様々な手法の検討や、現象の理解が不可欠である。我々は、REBCO 線材上に前

駆体の追加堆積膜(Additional layer)を作製してそれらを対向させて熱処理する手法により、追加膜を結

晶化して接続体を得る手法を提案している[5]。本研究では、GdBCO 線材接合時における対向試料の

組織の違いが接合後の界面組織へ及ぼす影響について調査した。 

【実験方法】GdBCO 線材上にパルスレーザー蒸着法にて Gd、 Ba、Cu の酸化物からなる追加堆積膜

を作製し、それらを対向させて 10 MPa で加圧しながら 1093 K で結晶化して接合体を得た。この時、

対向試料を異種（片方を追加堆積膜、もう片方を GdBCO 膜）とした場合と、同種（両方とも追加堆

積膜）とした場合の２種類の試料を作製し、走査透過型電子顕微鏡にて断面組織を観察して比較した。 

【結果と考察】Fig. 1 に接合後の試料界面部分の観察像を示す。(a)の試料では界面部分で平面方向に

数百 nm からサブ µm 程度の空隙が、(b)の試料では数百 nm 程度の空孔がそれぞれ観察され、その数

は(b)よりも(a)の方が多いことが示された。析出物については両試料ともに殆ど観察されず、空隙以外

の部分ではほぼ全域にわたって 123 層で接合している様子が観察された。このことから、線材接合時

の対向試料の組織の違いは接合後の界面の空隙の生成に影響を及ぼし、同種の試料の方が空隙の少な

い状態で接合できることが示された。 
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Fig.1  Cross-sectional STEM images of joint interface after heat-treatment. 
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